
 

  

 １７日（月）高学年のクラブ活動

をおこないました。いつもなら、ク

ラブ支援ボランティアさんに指導し

ていただきますが、今回は先生たち

が指導者でした。低学年の面倒をよく見てくれる高学年ですが、この時

ばかりは自分の好きなことにひたすら打ち込む姿がみられました。４年生は特に初めての

体験で、生き生きと活動をしていました。次回は地域の方にお世話になります。 

 

 

 

 ２０日（木）の梅雨の晴れ間（…曇りでしたが）に、

椿地区自治会の皆さん、公民館の皆さん、子ども会の皆

さん、ボランティアさんとともに、さつまいもの苗植え

体験をさせていただきました。 

子どもたちのために学校横の畑を２畝準備していた

だきました。教えていただいたように、竿を３０度に傾

けて刺して穴を作り、その中に紅あずまの苗を差し込み

そっと土をかぶせてやりました。一人１０株くらいは植えました。１０月の収穫までに、

子どもたちと同様、すくすく大きくなってくれることを願います。 
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１９日（月）は、はじめての児童集会は、

縦割り班のグループ別で２種類の遊びを

しました。まず児童会から放送で挨拶が

あり、１２か所に分かれて分散しました。

遊びのいろいろは児童会を中心に考えて

くれたものです。しっぽとり、ストラッ

クアウト、ボーリング、ジェスチャーゲ

ームなどがあり、高学年がメンバーをよ

くまとめてくれていました。どの子も生

き生きと楽しめる活動でした。このよう

に遊びを通して、リーダーシップや社会性が身についていきます。 

 

 

 

７月に行われる予定の「とこわ

か国体」の応援旗に県内の各小

学校の６年生の応援姿を載せて、盛り上げてい

こうという企画で、２１日（金）にその撮影が

行われました。鈴鹿市で使った本物のトーチを

一人ずつ持たせてもらい、カメラの前に立ちま

した。トーチはシルバーで、冷たく重く滑らか

な、桜の模様の伊勢型紙の図案でした。ここに

点火して走る様子に、思いを馳せていました。 

 

 

 

２７日（木）は、６年生は全国学力・学習状況調査（国算）が、５，４年生は、みえス

タディ・チェック（５年生：国算理、４年生：国算）を行います。４年生は初めて学力試

験となります。今、学校に求められている「学力」とは、これからの社会がどんなに変化

して予測困難な時代になっても、自ら課題を見つけ、学び、考え、判断して行動する力を

身に着けさせることとなっています。この調査は、学習状況を把握し

分析して、成果や課題を検証し、教育指導の充実や学習状況の改善を

図るものです。子どもたちにとってはドキドキするものですが、一度

学んだものでも、時間がたつと忘れてしまうものなので、これを機会

に復習をして思い出しておくこともいいことです。 

 


